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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第82期
第３四半期
連結累計期間

第83期
第３四半期
連結累計期間

第82期

会計期間
自  平成22年11月１日

至  平成23年７月31日

自  平成23年11月１日

至  平成24年７月31日

自  平成22年11月１日

至  平成23年10月31日

売上高 （千円） 32,342,269 30,670,538 42,375,003

経常利益 （千円） 2,267,617 1,737,172 2,595,386

四半期（当期）純利益 （千円） 1,327,552 1,113,435 2,915,454

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,357,161 1,124,421 2,826,635

純資産額 （千円） 19,860,353 22,087,140 21,329,827

総資産額 （千円） 29,378,680 32,948,339 32,702,557

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 133.04 111.58 292.17

自己資本比率 （％） 66.7 66.3 64.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △534,770 613,582 1,874,031

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △2,778,670 △3,947,921 △239,863

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △368,309 △164,308 △373,520

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（千円） 2,389,782 3,828,404 7,296,554

　

回次
第82期
第３四半期
連結会計期間

第83期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年５月１日

至  平成23年７月31日

自  平成24年５月１日

至  平成24年７月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 26.83 9.92

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  第82期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号）を適用し、遡及処理しております。

４  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、事業の状況や経理の状況等に関して投資者の判断に重要な影響

を及ぼす可能性のある事項の発生はありません。また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業

等のリスク」について重要な変更はありません。

尚、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

(1)　業績の状況

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、輸出の伸び悩み等を受けて生産水準が横ばい傾向となっ

たものの、東日本大震災を巡る復興需要が緩やかに広がり、また、個人消費も緩慢ながら改善方向への経

過を辿るなど、総じて景気回復に向けた動きが続く情勢となりました。

このような中、当該四半期連結累計期間に係る当社グループの売上高は、機械製造販売事業の国内官

需向け装置・工事売上と中国向け機械・装置売上の減少、並びに化学工業製品販売事業に係る国内合成

樹脂分野と同工業材料分野の販売額減少から、前年同期を5.2％下回る30,670百万円に止まる結果とな

りました。また、当該累計期間の利益については、機械製造販売事業が減収を主因として減益となったの

に加え、化学工業製品販売事業の中国深?におけるコンパウンド事業が損失を計上したことなどを受け

て、グループの連結営業利益は前年同期を24.6％下回る1,616百万円となりました。同経常利益に関して

は、為替差益が増加する一方で化学工業製品販売事業に纏わるデリバティブ評価益の反動減があって、

当該累計期間の実績は前年同期比23.4％減の1,737百万円となっています。尚、平成23年12月における税

制改正の公布を受けて法人税等の実効税率が引き下げられることとなったため、繰延税金資産・負債の

再評価によって法人税等調整額が102百万円減少し、これが累計の連結四半期純利益を同額嵩上げする

要因となりました。以上により、同四半期純利益は前年同期を16.1％下回る 1,113百万円となっていま

す。

　

セグメントの業績は、次のとおりです。

（機械製造販売事業）

機械製造販売事業では、北米の油井掘削向け遠心機械やその他海外向け部品の販売が伸長しました

が、国内官需向けの装置・工事売上と中国向けの機械・装置売上が大きく減少し、当該累計期間の連結

売上高は前年同期を16.0％下回る8,431百万円に止まりました。こうした売上高減少要因の中では、国

内官需向け装置・工事売上の落ち込みが取り分けて大きく、その大半は、前年同期の大規模下水処理施

設再構築案件に係る装置販売他の反動減によるものとなっています。また、中国向け販売の減少に関し

ては、塩ビプラント用遠心機械と太陽電池製造用途の砥粒回収装置が引き続き不振の主因となりまし

た。売上総利益率は、国内官需向けの低下を海外向けの改善が補う形となりましたが、事業全体の売上

高減少を背景に連結営業利益も前年同期比38.8％減の680百万円となりました。

　

EDINET提出書類

巴工業株式会社(E01705)

四半期報告書

 3/20



（化学工業製品販売事業）

化学工業製品販売事業では、香港の高機能樹脂や成形機販売ビジネスが伸びを示した反面、国内にお

ける樹脂原料と建材・ガラス用途向け添加材等工業材料の販売が落ち込み、全体の連結売上高は前年

同期を0.3％下回る22,239百万円となりました。尚、第２四半期迄特に低迷状態にあった国内の電子材

料分野に関しては、半導体製造用途向け消耗品と関連機器の販売が増加に転じ、事業の減収額を緩和す

る要因となっています。利益の面では、電子材料分野の増収効果や化成品分野他の売上総利益率改善が

あったものの、国内全般に販売費が増加しており、加えて、中国深?のコンパウンド事業が汎用樹脂を

中心に採算割れとなったことが大きく影響して、全体の同営業利益は前年実績を9.3％下回る936百万

円となりました。

　

(2)　財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の資産は、株価低迷による投資有価証券の評価減などにより固定資産が

僅かに減少しましたが、機械製造販売事業に係る原材料在庫の増加を主因として流動資産が増大し、結

果、全体では前連結会計年度末（平成23年10月末）の残高を245百万円（0.8％）上回る32,948百万円と

なりました。

一方で負債は、賞与引当金と未払法人税等の大幅減を受けて流動負債が減少したのに加えて、法人税

制の改正に起因する繰延税金負債の減額処理により固定負債も減少したため、全体で前連結会計年度末

比511百万円（4.5％）減の10,861百万円となりました。

また、純資産については、配当金の支払399百万円があったものの、累計の四半期純利益が1,113百万円

となった上、その他の包括利益累計額等もやや増加したことから、合計で前連結会計年度末の残高を757

百万円（3.6％）上回る22,087百万円となりました。

以上のとおり、負債の減少に対して純資産は増加しており、これにより、当第３四半期連結会計期間末

における自己資本比率は、前連結会計年度末と比較して1.8ポイント上昇して66.3％となっています。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べて3,468百万

円減少して3,828百万円となりました。ここに至る当第３四半期連結累計期間中のキャッシュ・フロー

の状況とその変動要因は以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

棚卸資産が334百万円増加し、また、法人税等の支払額と賞与引当金の減少額が夫々1,088百万円と

402百万円に及びましたが、税金等調整前四半期純利益が1,755百万円となっており、ここに仕入債務の

増加426百万円などがあって、全体では613百万円の収入となりました。前年同期間との対比で本キャッ

シュ・フローをみると、売上債権の減少と仕入債務の増加を主因として1,148百万円の増加となってい

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

定期預金への純預入3,600百万円を行った他、有形・無形固定資産の取得が362百万円となったこと

などから、全体で3,947百万円の支出となりました。前年同期間との対比で本キャッシュ・フローをみ

ると、定期預金の純預入額増大等から支出額が1,169百万円増加しています。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

長・短期借入金が207百万円増加したものの、配当金の支払399百万円が大きく、全体では164百万円

の支出となりました。前年同期間との対比で本キャッシュ・フローをみると、長短借入金の増加などか

ら204百万円の支出額減少となっています。
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(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な

変更および新たに生じた課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費の総額は148百万円です。当第３四半期連結累計期間に

おいて、当社グループの研究開発活動状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,550,000

計 24,550,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成24年７月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成24年９月12日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 10,533,200 10,533,200
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株で
あります。

計 10,533,200 10,533,200－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

　平成24年５月１日～

　平成24年７月31日
－ 10,533,200－ 1,061,210－ 1,483,410

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができませんので、直前の基準日である平成24年４月30日の株主名簿により記載して

おります。

①　【発行済株式】

平成24年７月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式普通株式 554,500

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,974,700 99,747 同上

単元未満株式 普通株式 4,000 － 同上

発行済株式総数 　 10,533,200 － －

総株主の議決権 － 99,747 －

(注)　単元未満株式には、当社所有の自己株式47株が含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成24年７月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

巴工業株式会社
東京都品川区大崎
１―２―２

554,500 － 554,500 5.26

計 － 554,500 － 554,500 5.26

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1)　役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役
経理部および経営企画室担当

取締役
経理部担当兼経営企画室長

前田　夏彦 平成24年４月１日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成し

ております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年５月１

日から平成24年７月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年11月１日から平成24年７月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,296,554 7,428,404

受取手形及び売掛金 12,478,424 12,505,991

商品及び製品 3,506,696 3,114,233

仕掛品 1,029,443 1,124,626

原材料及び貯蔵品 630,324 1,305,089

繰延税金資産 634,782 402,350

その他 236,706 184,795

貸倒引当金 △21,322 △10,635

流動資産合計 25,791,609 26,054,856

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,328,168 2,337,226

減価償却累計額 △1,344,589 △1,398,120

建物及び構築物（純額） 983,579 939,105

機械装置及び運搬具 3,395,764 3,606,923

減価償却累計額 △2,662,256 △2,799,788

機械装置及び運搬具（純額） 733,508 807,134

土地 922,024 922,024

リース資産 71,702 40,902

減価償却累計額 △52,851 △32,665

リース資産（純額） 18,850 8,237

建設仮勘定 2,545,240 2,524,837

その他 990,168 1,014,022

減価償却累計額 △924,338 △953,332

その他（純額） 65,830 60,689

有形固定資産合計 5,269,032 5,262,029

無形固定資産 65,585 135,746

投資その他の資産

投資有価証券 665,846 625,249

差入保証金 364,657 356,332

繰延税金資産 33,143 29,515

その他 591,086 532,480

貸倒引当金 △78,405 △47,870

投資その他の資産合計 1,576,328 1,495,708

固定資産合計 6,910,947 6,893,483

資産合計 32,702,557 32,948,339

EDINET提出書類

巴工業株式会社(E01705)

四半期報告書

 9/20



(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年７月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,485,604 6,983,162

短期借入金 534,045 718,009

リース債務 14,556 8,760

未払金 577,728 475,564

未払法人税等 555,402 33,439

前受金 461,243 507,907

賞与引当金 1,084,618 682,854

役員賞与引当金 61,776 54,426

製品補償損失引当金 281,546 219,259

その他 270,113 240,763

流動負債合計 10,326,636 9,924,146

固定負債

長期借入金 － 44,283

リース債務 7,992 1,807

退職給付引当金 36,745 36,818

役員退職慰労引当金 31,760 29,600

繰延税金負債 969,595 824,544

固定負債合計 1,046,093 937,053

負債合計 11,372,730 10,861,199

純資産の部

株主資本

資本金 1,061,210 1,061,210

資本剰余金 1,483,410 1,483,410

利益剰余金 19,179,264 19,893,551

自己株式 △363,319 △363,393

株主資本合計 21,360,564 22,074,778

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 51,626 24,186

繰延ヘッジ損益 230 △1,543

為替換算調整勘定 △321,821 △257,402

その他の包括利益累計額合計 △269,965 △234,759

少数株主持分 239,227 247,121

純資産合計 21,329,827 22,087,140

負債純資産合計 32,702,557 32,948,339
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年11月１日
　至 平成23年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年11月１日
　至 平成24年７月31日)

売上高 32,342,269 30,670,538

売上原価 25,530,492 24,381,797

売上総利益 6,811,776 6,288,740

販売費及び一般管理費 4,667,161 4,672,112

営業利益 2,144,615 1,616,628

営業外収益

受取利息 8,650 11,196

受取配当金 17,916 15,153

受取賃貸料 9,106 8,893

為替差益 － 66,208

デリバティブ評価益 96,859 －

その他 19,851 45,598

営業外収益合計 152,384 147,050

営業外費用

支払利息 5,570 7,161

手形売却損 53 52

支払手数料 9,219 8,752

為替差損 3,698 －

その他 10,840 10,540

営業外費用合計 29,382 26,506

経常利益 2,267,617 1,737,172

特別利益

固定資産売却益 2,370 10,960

投資有価証券売却益 14,190 6,141

持分変動利益 － 6,780

貸倒引当金戻入額 15,713 －

特別利益合計 32,275 23,881

特別損失

固定資産除却損 1,762 5,054

投資有価証券評価損 10,061 680

貸倒引当金繰入額 1,300 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 32,685 －

特別損失合計 45,809 5,735

税金等調整前四半期純利益 2,254,083 1,755,318

法人税、住民税及び事業税 762,597 563,713

法人税等調整額 172,262 111,912

法人税等合計 934,859 675,626

少数株主損益調整前四半期純利益 1,319,223 1,079,692

少数株主損失（△） △8,328 △33,742

四半期純利益 1,327,552 1,113,435
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年11月１日
　至 平成23年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年11月１日
　至 平成24年７月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,319,223 1,079,692

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 39,345 △27,440

繰延ヘッジ損益 4,201 △1,773

為替換算調整勘定 △5,609 73,942

その他の包括利益合計 37,937 44,728

四半期包括利益 1,357,161 1,124,421

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,362,053 1,148,640

少数株主に係る四半期包括利益 △4,891 △24,219
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年11月１日
　至 平成23年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年11月１日
　至 平成24年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,254,083 1,755,318

減価償却費 285,295 277,997

賞与引当金の増減額（△は減少） △425,627 △402,638

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △40,200 △7,350

製品補償損失引当金の増減額（△は減少） 179,866 △62,287

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,135 △35

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △111,000 △2,160

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,544 △41,222

投資有価証券評価損益（△は益） 10,061 680

受取利息及び受取配当金 △26,567 △26,349

支払利息 5,570 7,161

為替差損益（△は益） 10,239 △399

投資有価証券売却損益（△は益） △14,190 △6,141

持分変動損益（△は益） － △6,780

固定資産売却損益（△は益） △2,370 △10,960

固定資産除却損 1,762 5,054

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 32,685 －

デリバティブ評価損益（△は益） △96,859 －

売上債権の増減額（△は増加） △832,108 43,626

たな卸資産の増減額（△は増加） △165,432 △334,505

仕入債務の増減額（△は減少） △96,385 426,213

未払金の増減額（△は減少） △38,197 △65,311

前受金の増減額（△は減少） △136,491 43,551

未払消費税等の増減額（△は減少） 56,305 △37,378

その他 109,307 125,303

小計 957,338 1,681,387

利息及び配当金の受取額 24,528 26,973

利息の支払額 △5,574 △6,713

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,511,062 △1,088,065

営業活動によるキャッシュ・フロー △534,770 613,582
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年11月１日
　至 平成23年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年11月１日
　至 平成24年７月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △5,120,110 △6,700,000

定期預金の払戻による収入 2,520,110 3,100,000

有形固定資産の取得による支出 △205,839 △274,255

有形固定資産の売却による収入 7,420 14,055

無形固定資産の取得による支出 △5,818 △88,108

投資有価証券の取得による支出 △15,224 △14,002

投資有価証券の売却による収入 23,425 12,932

貸付けによる支出 △1,360 △4,040

貸付金の回収による収入 4,427 2,336

差入保証金の増減額（△は増加） 15,534 3,628

その他 △1,235 △468

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,778,670 △3,947,921

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 156,481

長期借入れによる収入 － 51,518

リース債務の返済による支出 △18,926 △11,981

自己株式の取得による支出 △125 △73

少数株主からの払込みによる収入 － 38,893

配当金の支払額 △349,257 △399,147

財務活動によるキャッシュ・フロー △368,309 △164,308

現金及び現金同等物に係る換算差額 △37,567 30,497

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,719,318 △3,468,150

現金及び現金同等物の期首残高 6,109,100 7,296,554

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,389,782

※1
 3,828,404
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【追加情報】

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成23年11月１日　至　平成24年７月31日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）
　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤
謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適
用指針」（企業会計基準適用指針第24号）を適用しております。
 
（法人税率の変更等による影響）
　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律
第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」
（平成23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以降に開始する連結会計年度から法
人税率が変更されると共に、３年間の時限措置として復興特別法人税が創設されることとなりました。これらに伴
い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用される法定実効税率は、従来の40.7％から平成24年11月１日以降
に開始する連結会計年度より38.01％に、平成27年11月１日以降に開始する連結会計年度より35.64％に変更されま
す。
　尚、この変更により、繰延税金負債の純額は103,507千円減少し、その他有価証券評価差額金は1,260千円増加、法人
税等調整額は102,247千円減少しております。

　
　

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１  保証債務

従業員持家融資制度の銀行借入に対し、次のとおり債務保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成23年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年７月31日)

従業員(持家融資制度) 1,047千円従業員(持家融資制度) 568千円

計 1,047千円計 568千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は

次のとおりであります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年11月１日
  至  平成23年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年11月１日
  至  平成24年７月31日)

現金及び預金 4,989,782千円 7,428,404千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △2,600,000千円 △3,600,000千円

現金及び現金同等物 2,389,782千円 3,828,404千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自  平成22年11月１日  至  平成23年７月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年1月28日
定時株主総会

普通株式 349,257 35平成22年10月31日 平成23年１月31日 利益剰余金

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間（自  平成23年11月１日  至  平成24年７月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年1月27日
定時株主総会

普通株式 399,147 40平成23年10月31日 平成24年１月30日 利益剰余金

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自  平成22年11月１日  至  平成23年７月31日）

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

合計
機械製造販売 化学工業製品販売 計

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 10,036,15122,306,11732,342,26932,342,269

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

－ － － －

計 10,036,15122,306,11732,342,26932,342,269

セグメント利益 1,112,357 1,032,257 2,144,615 2,144,615

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自  平成23年11月１日  至  平成24年７月31日）

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

合計
機械製造販売 化学工業製品販売 計

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 8,431,44522,239,09230,670,53830,670,538

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

－ － － －

計 8,431,44522,239,09230,670,53830,670,538

セグメント利益 680,548 936,080 1,616,628 1,616,628

(注) セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年11月１日
  至  平成23年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年11月１日
  至  平成24年７月31日)

１株当たり四半期純利益 133.04円 111.58円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益(千円) 1,327,552 1,113,435

普通株式に係る四半期純利益(千円) 1,327,552 1,113,435

普通株式の期中平均株式数(株) 9,978,734 9,978,673

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年９月12日

巴工業株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    長    田    清    忠

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    伊    藤    恭    治

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている巴工
業株式会社の平成23年11月１日から平成24年10月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成
24年５月１日から平成24年７月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年11月１日から平成24年７月
31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結
包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、巴工業株式会社及び連結子会社の平成24年７
月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ
ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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